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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 7,085,702 7,697,939 15,539,724

経常利益又は経常損失(△) (千円) △9,020 268,748 575,697

四半期（当期）純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △69,512 158,874 272,193

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △155,225 183,785 152,672

純資産額 (千円) 4,849,748 5,285,814 5,157,646

総資産額 (千円) 10,660,963 11,026,338 11,316,525

１株当たり四半期（当期）純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) △3.75 8.57 14.69

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 45.4 47.9 45.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 446,159 486,465 421,689

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △27,142 △50,083 △132,819

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △291,090 △366,979 △172,490

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 347,603 405,458 336,055

　

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 0.68 7.29

(注)１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第66期及び第67期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益の金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．第66期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第66期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営んでいる

　事業の内容に重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響がありましたが景気は徐々に回復の

兆しがみられます。しかしながら、長期化する円高、株式市場の低迷、雇用情勢の悪化など依然として先行きは

不透明な状況で推移致しました。

　当服飾雑貨業界は、当社主力取引先である百貨店や量販店をはじめとする小売業におきまして、営業時間も

徐々に通常に戻り、節電対策商品などを中心に消費も緩やかに回復傾向にあります。

　この様な状況下におきまして、当社グループは、節電対策の冷感商材を積極的に投入し、また夏場に需要増が

見込まれるであろうミニタオルチーフの増産を図り、市場ニーズに迅速に対応した商品提案とサービスの向上

に努めて参りました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

　
身の回り品事業

　ハンカチーフにつきましては、節電対策や夏場の猛暑の影響から、タオルチーフを中心に需要が大幅に伸

び、新しい需要を喚起する為に、チャック付きタオルチーフやポケット付きタオルチーフなどの機能商材を

積極的に投入したことにより市場占有率が向上し、売上高は前年比111.4％と好調に推移致しました。

　スカーフにつきましては、節電・クールビズ商材として百貨店を中心に、保冷剤を利用したストールは好調

であったものの、ファッションパーツとしてのスカーフは全般的に苦戦し、夏のクリアランスセールも低調

に終わり、前年比95.9％となりました。

　タオルにつきましては、震災の影響を懸念していましたが、量販店を中心にスポーツタオルやプール関連の

商材が好調に推移した結果、前年比124.5％となりました。

　雑貨商材につきましては、イベント商材が低調でOEM受注も不振であったことから、前年比92.3％と苦戦致

しました。

フレグランス事業

  フレグランス事業は、不採算の事業の一部閉鎖を行いましたが、直営店が緩やかながら回復基調にあり、当

社が開発しましたライセンス商品である「キットソン」も発売以来好調に推移した結果、前年比103.4％で

推移致しました。

　
この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は76億97百万円(前年同期比108.6％)、売上総利益は

30億34百万円(前年同期比109.5％)となりました。

なお利益につきましては、営業利益は２億22百万円(前年同期営業損失65百万円)、経常利益は２億68百万円

(前年同期経常損失９百万円)、四半期純利益は１億58百万円(前年同期四半期純損失69百万円)となりました。

（２）財政状態の分析

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、63億70百万円（前連結会計年度末は、66億17百万

円）となり、２億46百万円減少致しました。受取手形及び売掛金の減少（26億52百万円から22億円へ４億51百

万円減）、現金及び預金の増加（３億36百万円から４億５百万円へ69百万円増）、商品及び製品の増加（27億

38百万円から30億75百万円へ３億36百万円増）、前払費用の減少（３億72百万円から２億57百万円へ１億15百

万円減）、未収入金の減少（１億７百万円から７百万円へ１億円減）が主な要因です。
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（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、46億55百万円（前連結会計年度末は、46億99百万

円）となり、44百万円減少致しました。建物（純額）の減少（９億６百万円から８億69百万円へ37百万円減）、

建設仮勘定の減少（１億６百万円減）、リース資産の増加（８百万円から１億円へ91百万円増）、投資不動産

の増加（10億61百万円から10億64百万円へ３百万円増）が主な要因です。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、42億81百万円（前連結会計年度末は、46億98百万

円）となり、４億16百万円減少致しました。支払手形及び買掛金の増加（25億33百万円から26億40百万万円へ

１億７百万円増）、短期借入金の減少（10億50百万円から７億円へ３億50百万円減）、１年以内返済予定長期

借入金の減少（２億13百万円から１億66百万円へ47百万円減）、未払法人税等の減少（２億46百万円から１億

41百万円へ１億５百万円減）、未払消費税の減少（94百万円から49百万円へ45百万円減）、リース債務の増加

（３百万円から23百万円へ19百万円増）が主な要因です。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、14億58百万円（前連結会計年度末は、14億60百万

円）となり、２百万円減少致しました。預り保証金の減少（77百万円から32百万円へ45百万円減）、長期借入金

の減少（５億23百万円から４億40百万円へ83百万円減）、リース債務の増加（５百万円から77百万円へ72百万

円増）、社債の増加（76百万円から１億30百万円へ53百万円増）が主な要因です。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は、52億85百万円（前連結会計年度末は、51億57百万円）

となり、１億28百万円増加致しました。利益剰余金の増加（17億54百万円から18億57百万円へ１億３百万円

増）、その他有価証券評価差額金の増加（△75百万円から△50百万円へ24百万円増）が主な要因です。

（３）キャッシュ・フローの分析

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前年同四半期に比べ57

百万円増加し、４億５百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、４億86百万円(前年同期は４億46百万円の

増加)となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益、減価償却費、売上債権の減少、たな卸資産の増加等

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、50百万円(前年同期は27百万円の減少)と

なりました。これは主に有形固定資産の取得による支出等であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、３億66百万円(前年同期は２億91百万円の

減少)となりました。これは主に社債発行による収入、短期借入金の返済による支出等であります。　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

（５）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

（６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあ

りません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,610,00018,610,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 18,610,00018,610,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

    該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

    該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

    該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ─ 18,610,000─ 1,720,500─ 1,770,567
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

一広㈱ 愛媛県今治市八町西４－１－６ 4,857 26.09

伊藤忠商事㈱ 東京都港区北青山２－５－１ 4,658 25.03

川辺　正二 千葉県市川市 738 3.96

井藤繊維㈱ 大阪府東大阪市荒本北１－６－８ 500 2.68

丸山　三千夫 山梨県中巨摩郡 440 2.36

川辺　康子 東京都新宿区 420 2.26

稲葉　もと 東京都新宿区 300 1.61

越智　康行 東京都品川区 198 1.06

㈱丸加 神奈川県横浜市南区宿町２－３３－２ 172 0.92

口井　邦彦 東京都多摩市 170 0.91

計 ― 12,454 66.92

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式      87,000

―
権利内容に何ら限定の
ない当社における標準
となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式  18,411,000 18,411 同上

単元未満株式 普通株式     112,000 ― 同上

発行済株式総数 18,610,000 ― ―

総株主の議決権 ― 18,411 ―
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② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数の
合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)
川辺株式会社

新宿区四谷４丁目16番３号 87,000 ─ 87,000 0.46

計 ─ 87,000 ─ 87,000 0.46

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 336,055 405,458

受取手形及び売掛金 2,652,292 2,200,363

商品及び製品 2,738,885 3,075,478

仕掛品 116,906 124,546

原材料及び貯蔵品 191,263 200,777

その他 589,919 371,996

貸倒引当金 △8,266 △7,643

流動資産合計 6,617,057 6,370,976

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 906,743 869,048

工具、器具及び備品（純額） 97,932 100,831

土地 746,873 758,862

その他（純額） 168,705 145,299

有形固定資産合計 1,920,254 1,874,042

無形固定資産

のれん 242,807 199,387

その他 65,252 68,408

無形固定資産合計 308,060 267,796

投資その他の資産

投資有価証券 792,224 856,913

投資不動産（純額） 1,061,388 1,064,502

その他 621,763 595,401

貸倒引当金 △4,222 △3,295

投資その他の資産合計 2,471,153 2,513,521

固定資産合計 4,699,468 4,655,361

資産合計 11,316,525 11,026,338
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,533,139 2,640,162

短期借入金 1,263,500 866,000

1年内償還予定の社債 53,400 73,200

未払法人税等 246,983 141,671

賞与引当金 30,395 57,221

その他 570,601 503,633

流動負債合計 4,698,020 4,281,889

固定負債

社債 76,500 130,000

長期借入金 523,500 440,500

退職給付引当金 568,501 569,988

資産除去債務 58,386 59,925

その他 233,971 258,219

固定負債合計 1,460,859 1,458,633

負債合計 6,158,879 5,740,523

純資産の部

株主資本

資本金 1,720,500 1,720,500

資本剰余金 1,770,567 1,770,567

利益剰余金 1,754,095 1,857,399

自己株式 △11,697 △11,745

株主資本合計 5,233,465 5,336,721

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △75,818 △50,907

その他の包括利益累計額合計 △75,818 △50,907

純資産合計 5,157,646 5,285,814

負債純資産合計 11,316,525 11,026,338
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 7,085,702 7,697,939

売上原価 4,316,539 4,663,198

売上総利益 2,769,163 3,034,741

販売費及び一般管理費 ※１
 2,834,505

※１
 2,812,141

営業利益又は営業損失（△） △65,342 222,599

営業外収益

受取利息 60 48

受取配当金 10,400 8,813

投資不動産賃貸料 47,229 50,919

その他 33,302 19,742

営業外収益合計 90,993 79,523

営業外費用

支払利息 16,099 13,898

不動産賃貸費用 18,249 18,611

その他 322 865

営業外費用合計 34,670 33,374

経常利益又は経常損失（△） △9,020 268,748

特別利益

固定資産売却益 1,505 －

貸倒引当金戻入額 2,447 －

違約金収入 － ※２
 34,499

特別利益合計 3,953 34,499

特別損失

固定資産除売却損 3,884 3,960

投資有価証券評価損 7,615 586

減損損失 ※３
 25,631

※３
 1,535

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 17,986 －

移転費用 95 249

その他 2,713 1,889

特別損失合計 57,926 8,221

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△62,993 295,026

法人税等 6,519 136,152

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△69,512 158,874

四半期純利益又は四半期純損失（△） △69,512 158,874
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△69,512 158,874

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △85,712 24,911

その他の包括利益合計 △85,712 24,911

四半期包括利益 △155,225 183,785

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △155,225 183,785
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△62,993 295,026

減価償却費 101,348 102,798

のれん償却額 43,419 43,419

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,442 △1,549

賞与引当金の増減額（△は減少） 21,724 26,826

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,661 1,487

受取利息及び受取配当金 △10,461 △8,861

支払利息 16,099 13,898

固定資産除売却損益（△は益） 2,379 3,960

違約金収入 － △34,499

減損損失 25,631 1,535

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 17,986 －

受取賃貸料 △47,229 △50,919

投資有価証券評価損益（△は益） 7,615 586

売上債権の増減額（△は増加） 531,577 448,627

たな卸資産の増減額（△は増加） △455,434 △353,746

仕入債務の増減額（△は減少） 534,462 215,589

未払金の増減額（△は減少） △40,947 △20,320

未払費用の増減額（△は減少） △64,681 △18,980

未払消費税等の増減額（△は減少） △974 △45,012

その他の資産・負債の増減額 △40,259 44,582

小計 563,157 664,448

利息及び配当金の受取額 10,461 8,861

雇用助成金・奨励金の受取額 － 62,000

利息の支払額 △15,799 △13,460

法人税等の支払額 △111,660 △235,383

営業活動によるキャッシュ・フロー 446,159 486,465

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △33,765 △56,737

有形固定資産の売却による収入 84,050 －

無形固定資産の取得による支出 △6,060 △10,085

投資有価証券の取得による支出 △24,586 △23,273

投資不動産の賃貸による収入 49,095 46,162

貸付金の回収による収入 82 87

営業譲受による支出 △25,000 －

差入保証金の差入による支出 △81,742 －

その他 10,784 △6,237

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,142 △50,083
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 10,000 50,000

短期借入金の返済による支出 △50,000 △400,000

長期借入金の返済による支出 △166,173 △130,500

社債の発行による収入 － 100,000

社債の償還による支出 △26,700 △26,700

配当金の支払額 △55,206 △54,828

自己株式の取得による支出 － △47

リース債務の返済による支出 △1,864 △11,583

セール・アンド・リースバックによる収入 － 106,679

その他 △1,146 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △291,090 △366,979

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 127,926 69,402

現金及び現金同等物の期首残高 219,676 336,055

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 347,603

※１
 405,458
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
  至　平成23年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運賃諸掛・荷具材料費 151,659千円 運賃諸掛・荷具材料費 157,472千円

広告宣伝費 243,811千円 広告宣伝費 259,688千円

雑給 491,168千円 雑給 480,474千円

給料 769,136千円 給料 716,558千円

賞与 49,405千円 賞与 36,992千円

賞与引当金繰入額 19,774千円 賞与引当金繰入額 54,283千円

退職給付費用 20,427千円 退職給付費用 21,345千円

減価償却費 62,025千円 減価償却費 65,599千円

のれん償却額 43,419千円 のれん償却額 43,419千円

───────── ※２　違約金収入について

　　　　入居テナントに対する賃貸借契約の中途解約に伴う

違約金であります。

※３　減損損失について

　　　　当第２四半期連結累計期間において当社グループは

以下の資産グループについて減損損失を計上しま

した。

地域 用途 種類
減損損失
(千円)

東京都
中央区

売却予定
資産

建物及び
土地

25,631

　　  　当社グループは、売却予定資産については、個別物

件単位を基準としてグルーピングを行っておりま

す。当該資産については、事業再編に伴い、売却予

定となったため、当該資産グループの回収可能額

まで減額し、減損損失を計上しております。

　　　　これらの資産グループの回収可能額は正味売却価額

により測定しており、売却契約締結予定であるた

め、契約予定額により評価しております。

  なお、当該資産は平成22年８月10日に売却済で

あります。

※３　減損損失について

　　　　当第２四半期連結累計期間において当社グループは

以下の資産グループについて減損損失を計上しま

した。

地域 用途 種類
減損損失
(千円)

関東甲信越
地区

遊休土地   土地 1,535

　　  　当社グループは、遊休資産については、個別物件単

位を基準としてグルーピングを行っております。

　　　　当該資産については、市場価格の下落により、上記資

産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、減損損

失として特別損失を計上しております。

　　　　なお、回収可能価額は公示価格に基づいた時価等に

より測定しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日)

 ※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

  貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  現金及び預金勘定 347,603千円

  預入期間が３か月超の定期預金 ―

  現金及び現金同等物 347,603千円

 

─────────

 ※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

  貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

  現金及び預金勘定 405,458千円

  預入期間が３か月超の定期預金 ―

  現金及び現金同等物 405,458千円

 

 ※２ 重要な非資金取引の内容

　　　違約金収入は建物賃貸借契約の中途解約に伴う預り

保証金との相殺によるものであります。

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 55 3 平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 55 3 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２身の回り品事業 フレグランス事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,231,036 854,6667,085,702 ― 7,085,702

計 6,231,036 854,6667,085,702 ― 7,085,702

セグメント利益又は損失
(△)

349,215 △200,338 148,877△157,897 △9,020

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額△157,897千円には、のれん償却額△43,419千円、及び棚卸資産の調整

額1,411千円と各報告ゼグメントに配分していない全社損益△115,889千円が含まれており、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 （単位：千円）

　

報告セグメント

合計
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２身の回り品事業 フレグランス事業

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,813,525 884,4147,697,939 ― 7,697,939

計 6,813,525 884,4147,697,939 ― 7,697,939

セグメント利益又は損失
(△)

606,748 △180,741 426,006△157,258 268,748

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額△157,258千円には、のれん償却額△43,419千円、及び棚卸資産の調整

額2,184千円と各報告ゼグメントに配分していない全社損益△116,023千円が含まれており、主に報告セグメ

ントに帰属しない一般管理費及び営業外損益であります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純
損失金額(△)

△3円75銭 8円57銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △69,512 158,874

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(千円)

△69,512 158,874

普通株式の期中平均株式数(株) 18,523,378 18,523,177

(注) １  当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな　

　いため記載しておりません。

２  前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純

損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　当社は、平成23年９月29日開催の取締役会において、以下のとおり中国に子会社を設立することを決議

し、平成23年９月９日に同社は営業許可証の交付を受け、平成23年10月11日に資本金の払い込みを完了

致しました。

１　子会社設立の目的

　　　当社は、将来の中国マーケットへの進出に向け、生産及び販売事業の拡大を目指しており

　　ます。このたび、その推進強化のため戦略拠点としてあらたに上海に子会社を設立すること

　　に致しました。

２　子会社の概要

　　① 商　号 　　　： 川辺(上海)商貿有限公司

　　② 代表者 　　　： 董事長 越智 康行、総経理 佐藤 高志

　　③ 本店所在地 　： 中華人民共和国 上海市長寧区延安西路2299号08C39(813C39)

　　④ 資本金 　　　： ５千万円　

　　⑤ 出資比率 　　： 当社100％

　　⑥ 主な事業内容 ： 繊維製品及びその他日用雑貨の卸売業務

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月９日

川辺株式会社

取締役会　御中

　

優成監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　　須永　真樹　　　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　　小松　亮一　　　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川辺
株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23
年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月
30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結
包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川辺株式会社及び連結子会社の平成23年９月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

川辺株式会社(E02650)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

